彼のことを知らないプーが、ぼくらの顔をきょとんと見る。ぽくらがプーにポーキーのこ
とを説明していると、博士がうしろで咳ばらいをした。
「あー、ごほん。勝手に盛り上がるのはいいがね、スペーストンネル2は、このままじや動
かないんじや。物質XYZというものが必要なんじゃよ。ところが、物質XyZは、盗まれ
たスペーストンネル1の中にすべて入っておってな……
博士が言うには、物質xYZは、宇宙にある物質なのだということ。
「そうじゃな、たとえば隕石などがあればいいんじゃが……
唄石?知ってるぞ!オネットの町に落ちたあれは、まぎれもなく隕石だ!〓660ヘ
572
先を急いだぼくらは、やがて、3本のロープが垂れ下がる壁の手前までたどりついた。
「3本のうちの1本が正解ルートなのかな?」ジェフが、上をながめながら言う。
「ダメだ。ここからじや、どのロープが正解かなんてわからない。とにかくネス、のぼって
みるしかないみたいだよ」
●中央の口ープをのぼる17
●右の口ープをのぼる67O●左の口ープをのぼる…
●中央の口ープをのぼる
127ヘ

